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研究成果の概要（和文）：本研究では、各研究者が個別に実施した研究を、2021年度は公開オンラインワークシ
ョップにて、2022年度は対面でのワークショップにて、2023年度はシンガポールでの国際ワークショップにて発
表し、相互の研究を深めていった。その成果は、大きく分けて、意識とは何かを巡る問題系、意識と道徳的地位
を巡る問題系、そしてその具体例としての脳オルガノイドを巡る問題系の３つに大別され、それぞれについて、
近年主題化されているヒトゲノム編集や脳オルガノイドといった具体的事例をもとに検討を進め、成果を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, each researcher presented their individual research: in 2021 
at a public online workshop, in 2022 at an in-person workshop, and in 2023 at an international 
workshop in Singapore. Through these presentations, they deepened their mutual research. The 
outcomes can be broadly categorized into three major areas: issues surrounding the nature of 
consciousness, issues surrounding the moral status and consciousness, and issues surrounding brain 
organoids as a specific example. Each area was examined based on recent concrete cases such as human
 genome editing and brain organoids, leading to significant findings.

研究分野： 科学哲学、応用倫理、政治思想

キーワード： 意識レベルの分類　道徳的地位

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ある存在の意識レベルや意識の複雑さが、その存在の道徳的地位に影響を与えるという議論は古くからあり、そ
れ自体目新しいものではないが、それが具体的にどの程度影響を与えるものなのかについては以前十分に研究さ
れていない。また、そうした議論が動物の倫理の文脈で注目を浴びるなかで、新しい科学技術、脳オルガノイド
の登場によって、議論の射程が広がりつつある。今回の研究成果は、そうした議論を整理し、論点がなんである
のかを明らかにすることに貢献したといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 本研究開始時点の 2019 年度で構想されたのは、道徳的議論における「意識」の果た

す役割を倫理学、哲学、神経科学の観点から総合的に再検討するという、分野横断的な

研究であった。従来、心の哲学と神経科学を始めとする認知科学は緊密な関係を保ち、

相互に知識を提供し合う関係にあった。しかしながら倫理学は、心的能力にその議論を

依拠しながらも、心的能力に関する経験的知見を（少なくとも現代では）大きく取り入

れることはなかった。本研究では、そうしたことを、倫理学、科学哲学の専門家がアウ

トプットした素地をたたき台として、神経科学の専門家に助言をもらいながら、緊密に

討論することで当該研究領域に新しい知見をもたらすものとして構想された。また、当

該研究領域において本研究は、国内外でもまだ類を見ない試みであり、成果を英語によ

って国際的に発信していくことも企図されていた。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、道徳的議論における「意識」の果たす役割を、心についての現代的

な哲学的および科学的見解に基づいて再検討することである。道徳的にどのように顧慮

されるかを規定する道徳的地位は、種々の心的能力と本質的に大いに関わっていると言

えるが、「意識」はそのような心的能力の中でも中核的な位置を占めてきた。デカルト

やカントに代表される近代哲学においては、理性的自己としての反省的自己意識が重要

視されてきたと言えるし、動物の道徳的地位の議論においては、ベンタムに代表される

古典的功利主義のように快苦の意識的感覚こそが問題であるとされてきたと言えるだ

ろう。しかし、このような道徳的議論の問題点の一つは、あくまで心についての素朴な

概念了解に基づいて行われてきたということである。二十世紀後半から、現代の心の哲

学・科学は大きな発展を遂げており、それらの分野の成果を取り入れて、道徳的議論を

アップデートする必要があるのである。 

 心の哲学・科学の発展を受けて、道徳的議論に新たな問題が立ち上がってくる。この

問題を一言で言うならば、どの種類の意識がどういった道徳的重要性を持つのかという

問題である。近年の道徳的地

位と心的能力に関する議論

は、動物の道徳的地位をめぐ

る議論に代表されるように、

道徳的被行為者としての地位

についての議論が中心的であ

った。しかし、近代哲学で議論

されていたように道徳的行為

者となるための意識について

の分析も道徳的に重要な意義

があるだろう。それゆえに本

研究では道徳的行為者として

の地位と意識、道徳的被行為

者としての地位と意識の両側

面を検討する。 



３．研究の方法 

本研究では、倫理学、哲学、神経科学の三分野は下記のような関係性を持ち、分野横断

的な文献研究を行った。まず、神経科学は、倫理学や哲学にこれまで検討されてこなか

った科学的知見を供給し、経験的観点からの制約を加える。倫理学、哲学は神経科学か

らの事実的制約を受けて倫理学的、哲学的議論を再検討する。哲学は心の哲学における

洗練された道具立てを倫理学に供給し、倫理学は道徳的重要性の観点から心の哲学にお

ける概念分類を再整理する契機を提供する。さらに、倫理学、哲学における成果は、未

来の神経科学に新たな研究対象の提案を行い、また概念的制約を与えうる。このように

本研究にあたっては、倫理学、哲学、神経科学の三分野が、倫理学を中心として互いに

欠くことのできない相補的な関係があることを意識しながら、研究者内で緊密に討論す

ることで遂行された。 

 具体的には、各研究者が個別に実施した研究を、2021 年度は公開オンラインワーク

ショップにて、2022 年度は対面でのワークショップにて、2023 年度はシンガポールで

の国際ワークショップにて発表し、相互の研究を深めていった。また、各回でゲストス

ピーカーを依頼し、21 年度には成人看護学が専門の西村ユミ氏に、22 年度には神経科

学が専門の村越隆之氏に、23 年度には医療倫理が専門の Julian Savulescu 氏らに討論者

を依頼した。 

 

４．研究成果 

 本研究での成果は、大きく分けて、意識とは何かを巡る問題系、意識と道徳的地位を

巡る問題系、そしてその具体例としての脳オルガノイドを巡る問題系の３つに大別され

る。 

 意識とは何かを巡る問題系では、林「苦しみと意識」(2020)で、苦しみと意識との関

係について、(1)意識の道徳的重要性の問題一般を考えるよりも、苦しみと意識の関係を

優先して考えるべきである。(2)苦しみがつねに意識的だと前提すると、苦しみに特有の

意識的「感じ」とはどのような「感じ」であるのか、すべての苦しみに共通する条件を

特定するという問題が生じる。(3)そもそも、苦しみがつねに意識的であるという前提は

再考の余地がある、という３つの主張・問題提起をした。また、佐藤「意識の脳幹説」

(2021)では、通常意識は大脳皮質の働きによって生じると考えられているが、一部の神

経科学者によって支持される意識の脳幹説は、大脳皮質がなかったとしても意識は生じ

る、むしろ意識の生成において脳幹は根本的な役割を果たすと論じた。本発表では、さ

まざまなバージョンの意識の脳幹説を精査し、それらのもつ意識についての理論的前提

を明らかにしながら脳幹説を批判的に吟味した。また、佐藤「Free energy minimization as 

a theory of well-being」(2023)では、自由エネルギー原理は脳機能の統一原理を標榜して

おり、近年、哲学や神経科学などでひんぱんに取り沙汰されていることを紹介した。そ

の上で、この原理は苦しみや喜びといった福利に関わる心的状態とも密接に関係してお

り、これらの心的状態を自由エネルギー最小化の用語で還元的に説明する動きもあるこ

とを紹介し、そのような試みに対して批判的に吟味した。 

 続いて、意識と道徳的地位を巡る問題系では、林「現象的意識の不可逆的喪失は人格

の死を含意するのか」(2019)で現象的意識と人格は不可分なものであり、現象的意識が

失われることは人格の死を意味するのだ、と主張する「現象的アプローチ」に対して、

人格にとって重要なのは機能の残存であり、人格の死とはむしろ機能の完全な剥奪とし



て捉えるべきである、と論じた。また、林「ヒト生殖細胞系列のゲノム編集にまつわる

倫理的問題の検討」(2019)では、ヒト生殖細胞系列のゲノム編集の是非について、推進

派と反対派の２つの陣営それぞれが、どのような点に対して対立しているのかを、サー

ベイによって明らかにしようとした。特に、非同一性問題や「生殖の善行原理」(Savulescu 

2001)との関係に着目しながら議論をまとめた。さらに、林「A Critical Assessment of the 

Methodology in Ethics of Consciousness」(2023)では、意識が持つ道徳的価値を分析する際

に倫理学者がしばしば用いていると思われる、現象的意識と機能の「乖離的アプローチ」

について、それが物理主義的な立場から見ると疑わしい前提だと論じた。この議論が正

しければ、乖離アプローチを用いることは一種の認知バイアスに相当すると指摘した。

一方、種田「生み出したものの責務：義務論から考える脳オルガノイドの倫理」では、

脳オルガノイドと妊娠出産が道徳上のか弱い（vulnerable）存在を生み出すという点に着

目し，義務論とケアの倫理の間での子どもに対する親の責任に関する議論が，脳オルガ

ノイドにまつわる倫理的問題と共通して考えることのできる部分があるのではないか，

ということを検討した． 

 最後に、脳オルガノイドを巡る問題系では、2021 年以降の一連の林による研究発表

がある。「Human Brain Organoids and Consciousness」(2021)でヒト脳オルガノイドの意識

が不確定であることから、予防原則を採用することによって、ヒト脳オルガノイドの作

成と使用に関する倫理的枠組み（Koplin and Savulescu 2019）を洗練させることを試みた

ことを端緒に、「ヒト神経オルガノイドと生物意識」(2021)にて、ヒト脳オルガノイドの

意識の倫理に、心の哲学で議論されてきた「生物意識」と「状態意識」の区別を導入す

ることで、配慮すべきタイプの脳オルガノイドの数が大きく減少するのではないか、と

論じ、「Human Brain Organoids and Creature Consciousness」(2022)では、この区別を導入

することで、配慮すべきタイプの脳オルガノイドの数が大きく減少するか、さらに厳格

な倫理的枠組みが必要となるかのいずれかが導けることを論じた。さらに、「Two Models 

of Consciousness and Practical Ethics of Neural Organoid Research」(2023)では、とくに、脳

幹が意識に関係していることを指摘した上で、中脳オルガノイドの作成に着目すべきだ

と論じた。 
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